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ＩｏＴ活用ワークショップ

―すぐに使える画像処理で簡単課題解決！―
（1日目）　2023年2月　9日（木）　13：30～17：00
（2日目）　2023年2月10日（金）　13：30～16：00

開催日程

一般財団法人北陸経済研究所４階セミナールーム開催場所

これまで高性能カメラや専門知識がなければできなかった画像処理。難しいプログラミング知識不要、機器接
続・連携が簡単な『Facilea』をご紹介し、画像処理の活用方法や事例を通じて、“自分だけでできる画像処理”を
体験いただきます！

● カメラ・照明など必要な機器が多すぎて、何を選定すれば 良いかわからない
● 単純な画像検査とバーコードを読みたいだけなのに、 両方やろうとすると高価
　 なソフトが必要
● そもそも画像処理が難しすぎて、何をすれば良いかわからない

画像検査における悩み

主　催

画像処理ビジュアルプログラミングツール

Facileaの特徴

I/Oはもちろん、 TCP 
通信・ HTTP など自
動化連携も充実

複数台のカメラを接続す
ることで、最大100 の画像
処理フローを作成可能

使用目的に合わせて機
器を自由に組合せ可能
(PC,I/O,カメラ 照明他） 

専門知識が無くても
直感的に操作可能

IoT活用推進フォーラム会員限定

会場開催

参加無料



●画像処理の基本
●画像機器選定方法 
　　カメラ・レンズ・照明の仕組みと活用シーン毎の注意点を含めた選定方法をご紹介します。
●Facilea使った簡単画像処理体験
    　テスト画像とテストカードを使った検査体験
●実ワークを使った応用編
    　実際のワークでカメラ・レンズ・照明を変えながら検査を体験
●【特別プログラム】お悩み相談会　※希望者のみ
　 　画像処理を試したいワークを持参いただき、可能な限りその場でレクチャーしながらお試しいただきます。

●パソコン、マウス（操作がよりやりやすくなります）
　　※事前作業としてアプリインストールとデータコピーをしていただきます。
　この際、推奨のPCスペックは下記の通りです。
　　　・OS：Windows10or11 64bit（必須）
　　　・CPU：Intel Celeron CPU N3050 1.60GHz以上
　　　・メモリ：4GB以上
　　　・必要ディスク容量：10GB以上の空き領域
　　　・インターフェース：USB-A×2以上（1ポートはUSB HUB使用不可）
　　※メモリやCPUスペックは、あくまでもアプリケーションを動作するために必要なスペックです。
　　　TeamsやOutlook、会社指定のアプリケーションなどが同時に動いていると講座で使用するアプリの動作が
　　　遅かったり、最悪起動しない可能性もあります。可能な限り余裕を持ったスペックのPCを利用いただくことを
　　　お勧めします。

ワークショップ内容

Facilea活用事例

ご用意いただく物など

お問い合わせ先

【外観検査・個数検査】
PTPシートの錠剤有無判定

【テンプレートマッチング】
CEマーク有無検査

【色認識】
ケーブルハーネスの配列検査

【文字認識・色認識】
色マーカーを使用した伝票文字読取り

【位置認識・物体角度】
ロータリースイッチのポジション読取り

【面積検査】
平座金（ワッシャー）のサイズ判定

開発担当者が直接指導します

E-mail：nanbo@hokukei.or.jp　℡：076-433-1134担当：南保
IoT活用推進フォーラム　事務局　一般財団法人北陸経済研究所


